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平成２２年２月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満 ５，３９２人（＋３）

６５歳以上 ５，４１５人（＋２４）

平均年齢４０．８３歳

人 口 ３３，３１２人（＋２４）

男 １６，０５２人（＋１１）

女 １７，２６０人（＋１３）

世帯数 １２，１５１戸（＋１９）
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こ
れ
ま
で
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
う
け
る
た
め
に
は
申
告
書
の
提
出
が

必
要
で
し
た
が
、
給
与
支
払
報
告
書
・
確
定

申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
「
住
宅
借
入
金
控
除

可
能
額
」
と
「
居
住
開
始
年
月
日
」
に
よ
り

判
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
平
成
２２

年
度
住
民
税
か
ら
原
則
と
し
て
提
出
の
必
要

が
な
く
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
「
住
宅
借
入
金
控
除
可
能
額
」

と
「
居
住
開
始
年
月
日
」
の
記
載
が
な
い
場

合
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
源
泉
徴
収
票
・
確
定
申
告
書
に
必
要
な
事

項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
居
住
開
始
年
月
日
が
平
成
１９
・
２０
年
中
の

住
宅
に
つ
い
て
は
本
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

住住
民民
税税
のの
住住
宅宅
ロロ
ーー
ンン
控控
除除
のの
手手
続続
きき
がが
変変
わわ
りり
まま
しし
たた

小小
規規
模模
工工
事事
のの
発発
注注

町
内
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で
、
平
成

２２
年
度
に
お
い
て
、
町
が
発
注
す
る
小
規

模
工
事
（
５０
万
円
以
下
の
建
設
工
事
・
修

繕
工
事
等
）
の
受
注
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
に
よ
り
参
加
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
で
に
指
名
願
を
提
出
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
再
度
登
録
申
請
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
書
類

（
１
）
参
加
登
録
申
請
書
（
建
設
産
業
課

ま
で
）

（
２
）
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
）

（
３
）
各
種
許
認
可
等
の
証
明
書

（
４
）
町
税
等
の
納
税
状
況
調
査
同
意
書

提
出
期
限

平
成
２２
年
３
月
３１
日
（
水
）

提
出
先
・

問
建
設
産
業
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

〜〜
町町
民民
交交
通通
傷傷
害害
保保
険険

加加
入入
者者
募募
集集
中中
〜〜

現
在
、
平
成
２２
年
度
の
町
民
交
通
傷
害

保
険
加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
加
入
対
象
者

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方
、
町
内
へ
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方

◎
申
込
受
付
期
限

３
月
３１
日
（
水
）
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

◎
申
込
先

総
務
課

受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時

◎
申
込
に
必
要
な
も
の

・
申
込
書（
総
務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
）

・
保
険
料
（
ひ
と
り
１
口
に
つ
き
４
８
０

円
で
最
大
２
口
ま
で
）

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園

場

所

富
吉
字
地
神
４８
番
地
４

募
集
区
画

１
区
画

勝
瑞
馬
木
い
き
い
き
農
園

場

所

勝
瑞
字
西
勝
地
１
８
０
番
１

ほ
か

募
集
区
画

４
区
画

面

積

１
区
画
３０
㎡

利
用
料

年
額
６
、
０
０
０
円

利
用
条
件

町
に
住
民
票
を
有
す
る
世
帯
で

農
園
の
管
理
等
が
十
分
に
で
き
農
地
を
所
有

し
て
お
ら
ず
、
町
税
等
の
滞
納
の
な
い
世
帯

利
用
期
間

平
成
２２
年
４
月
〜
平
成
２３
年
３

月
ま
で
（
利
用
の
延
長
は
最
大
２
回
ま
で
）

申
込
方
法

建
設
産
業
課
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
１６
日
（
火
）
〜
１９
日
（
金
）

選
考
方
法

申
込
者
が
募
集
区
画
数
を
超
え

る
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

申
・
問
建
設
産
業
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

富富
吉吉
ふふ
れれ
ああ
いい
農農
園園
・・
勝勝
瑞瑞
馬馬
木木
いい
きき
いい
きき
農農
園園
のの
利利
用用
者者
をを
募募
集集

平
成
２２
年
４
月
か
ら
、
肝
臓
機
能
に
障
害

が
あ
り
、
国
の
定
め
る
認
定
基
準
を
満
た
す

方
に
対
し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
交
付
申
請

が
必
要
で
す
。

役
場
福
祉
課
で
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

対
象
者

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障
害
の

あ
る
方

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を
実
施

し
て
い
る
方

※
ご
自
身
の
症
状
や
状
態
が
上
記
に
該
当
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
肝
臓
機
能
障
害

に
関
す
る
指
定
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
等

○
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

・
診
断
書
、
意
見
書（（
注
）
肝
臓
機
能
障

害
に
関
す
る
指
定
医
が
作
成
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
）

・
写
真
１
枚
（
上
半
身
、
縦
４
㎝
×
横
３

㎝
、
正
面
）

・
印
鑑

・
既
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
は
、
現
在
持
っ
て
い
る

身
体
障
害
者
手
帳

※
手
帳
の
交
付
は
、
平
成
２２
年
４
月
１
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）

肝肝
臓臓
機機
能能
障障
害害
にに
係係
るる
身身
体体
障障
害害
者者
手手
帳帳
のの
申申
請請
受受
付付
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保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成２２年度、平成２３年度の保険料率（被保険者均等割
額・所得割率）が決定しました。
後期高齢者医療制度では、被保険者一人一人に納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに

大切な財源となります。

所得割率被保険者均等割額

８．０３％（被保険者が所得に応じて負担）４３，９９０円（被保険者全員が等しく負担）

●保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額
５０万円です。

保険料 ＝ 被保険者均等割額 ４３，９９０円 ＋｛（総所得金額－３３万円）×所得割率 ８．０３％｝

●保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険
料が軽減されます。

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応
じて、均等割額が世帯単位で軽減されます。

被保険者の基礎控除後の総所得金額等に応じて、
所得割額が軽減されます。

被保険者均等割額の軽減 所得割額の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・
国保組合以外の健康保険の被扶養者となって
いた方が対象となります。

被用者保険の被扶養者
であった場合の軽減

問 健康推進課（�６３７・３１１５）

今今月月のの保保険険料料のの納納付付ののおお知知ららせせ
３月は後期高齢者医療保険料の納付月です。普通徴収の方の納期限は、３月３１日（第８期）

です。口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。

問 健康推進課（�６３７・３１１５）

町町税税のの納納付付はは、、口口座座振振替替ををごご利利用用くくだだささいい
指定口座から自動的に引落があるため金融機関に行く手間がかかりません。

税金の納期限や納め忘れを気にすることもなく、確実に納めることができます。

手手続続はは簡簡単単でですす
＊町税（町・県民税、軽自動車税、固定資産税、国民健康保険税）でのご契約となりますので、税目ごとに選

択することはできません。

＊一度手続をすれば、解約するまで自動的に引落をします。

手続に必要なもの

○ 預金通帳（口座番号等がわかるもの） ○ 通帳のお届印

申込先 町内の金融機関窓口または役場税務課窓口

問 税務課（�６３７・３１１７～３１１８）

均等割額の
軽減割合

８．５割

９割

５割

２割

世帯の所得額の合計

３３万円以下

被保険者全員が年金収入８０万円以下で，
その他の所得がないとき

３３万円＋
（２４万５千円×世帯主以外の被保険者数）以下

３３万円＋（３５万円×被保険者数）以下

所得割の軽減割合

５割

基礎控除後の総所得金額等

５８万円以下

所得割額

負担なし

均等割額

９割軽減
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生活環境課からのお知らせ

ごごみみ収収集集日日がが変変わわりりまますす
＊４月の南・北地区の収集日を変更していますのでご注意ください。

●北地区●南地区

ききちちんんとと分分けけてて古古紙紙をを資資源源にに��
古古紙紙のの有有効効利利用用ににはは「「分分別別」」がが欠欠かかせせまませせんん
新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑がみなど、古紙として回収に出すときは、種類ごとにきちんと「分

別」することが大切です。古紙は、種類ごとにそれぞれ違う用途の紙に再生されるため、分別が必要です。

出し方のルール ・種類ごとに分けて、ひもでしっかりしばってください。

問 西クリーンステーション（�６９２・７４１１） 生活環境課（�６３７・３１１６）

２８日（水）

・廃プラスチック類

・ペットボトル

２１日（水）

な し

１４日（水）

・廃プラスチック類

・ビン

・ガラス類・陶器類

・ペットボトル

２８日（水）

・廃プラスチック類

・ペットボトル

２１日（水）

・廃プラスチック類

・ビン

・ガラス類・陶器類

・ペットボトル

１４日（水）

な し

ダンボール

折りたたんで出してください。

雑 誌

週刊誌、マンガ本など

新聞紙・広告

新聞紙（折り込みチラシ）のみ

分別のお願い

金属やプラスチック、ビニール袋は
取り除いてください。ダンボールの
箱の中には入れないでください。

雑がみ

紙袋、紙箱（ティッシュペーパー、菓
子など プラスチックフィルムのつい
たティッシュの取り出し口や窓枠封筒
は、その部分を取り除いてください。

紙パック

開いて水洗いをし、きちんと乾かし
てください。

広報あいずみ■ №７９１ ４
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「「ごごみみ収収集集カカレレンンダダーー」」とと「「家家電電リリササイイククルル法法」」
「「家家庭庭用用パパソソココンンのの回回収収リリササイイククルル」」のの配配布布
平成２２年度版「ごみ収集カレンダー」と「家電リサイクル法」「家庭用パソコンの回収リサイクル」は、３月

中旬から下旬にかけて各家庭への配布を予定しています。

ごみ収集カレンダー等をよくご覧になって、正しい方法で分別し、決められた収集日にごみを出してください。

※３月末までに届かない場合は、お手数ですが西クリーンステーション又は生活環境課までご連絡ください。

問 西クリーンステーション（�６９２・７４１１）生活環境課（�６３７・３１１６）

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却却場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場にににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
QQ 藍住町ごみ焼却施設のダイオキシン対策はどうなっていますか？

AA 町では、平成１４年にダイオキシン類特別措置法によるダイオキシン類抑制のための恒久対策を実施し、平

成２０年には、焼却炉等の大規模修繕工事を完了しています。

QQ 排ガス中のダイオキシン類の濃度は、いくらですか？

AA 濃度は、環境基準値１０g/�Nに対し、平成２０年度は、０．０１６g/�Nで基準値の約６２５分の１です。

QQ 煙突から白い煙が出ていますが？

AA 白い煙のように見えるのは、実は水蒸気です。施設内では、高温で焼却した上、排ガス内のばいじん、ダ

イオキシン類を取り除く除去装置を通り排出されています。特に、冬場は外気が冷えていますので、白く見

えますが、夏場はほとんど見えません。

QQ では、焼却場付近の人たちや農作物に対するダイオキシン等の被害はないのですか？

AA 上記のことから被害はないものと考えます。

町では、住民の皆さんにごみの分別をしていただくことにより、ごみの減量化と資源の再利用（リサイ

クル）に取り組んでいます。今後とも、住民の皆さんのご理解をいただきながら、ダイオキシンなどの有

害物質の排出防止に努め、安全で住みよい町づくりを目指していきます。

問 西クリーンステーション（�６９２・７４１１）生活環境課（�６３７・３１１６）
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平平成成２２２２年年度度国国民民年年金金保保険険料料 定定額額納納付付
１１ヵヵ月月 １１５５，，１１００００円円納納付付方方法法にによよっってて、、おお得得！！

申込用紙は、住民課窓口にあります。

国民年金の切り替え手続きと申請窓口

問 住民課（�６３７・３１１３） 徳島北年金事務所（�６５５・０２００）

申し込み方法

金融機関・年金事務所

３月下旬から４月上旬に納
付書が届きます

年金事務所

金融機関・年金事務所

３月下旬から４月上旬に納
付書が届きます

年金事務所

金融機関・年金事務所

金融機関・年金事務所

納付書が届きます

年金事務所

納付期限・振替日

平成２２年４月３０日

平成２２年４月３０日

各カード会社の振替日

前期は４月３０日後期は１１月１日

前期は４月３０日後期は１１月１日

各カード会社の振替日

当月末

翌月末

翌月末

各カード会社の振替日

年間割引額

３，８００円

３，２２０円

３，２２０円

２，０６０円

１，４８０円

１，４８０円

６００円

割引なし

割引なし

割引なし

年間納付額

１７７，４００円

１７７，９８０円

１７７，９８０円

１７９，１４０円

１７９，７２０円

１７９，７２０円

１８０，６００円

１８１，２００円

１８１，２００円

１８１，２００円

納付方法

口座振替による前納納付

納付書による前納納付

クレジットカードによる前納納付

口座振替による半年前納

納付書による半年前納

クレジットカードによる半年前納

口座振替（早割：当月末引落）

口座振替（翌月末引落）

納付書による各月納付

クレジットカードによる各月納付

申請窓口

年金事務所又は住民
課窓口

配偶者の勤務先の会
社又は共済組合

年金事務所又は住民
課窓口

年金事務所又は住民
課窓口

配偶者の勤務先の会
社又は共済組合

必要な手続き

厚生年金等に加入していた方が、退職した
時は、２号から１号被保険者への変更手続
きが必要です。

厚生年金に加入している配偶者の扶養（第
３号被保険者）になった時は、健康保険の
届出と一緒に勤務先の会社又は共済組合へ
届出することになります。

収入が増えたり、離婚等により配偶者の扶
養（第３号被保険者）でなくなった時は、
第１号被保険者への手続きが必要です。

厚生年金等に加入していた配偶者が退職し
た時は、扶養されていた方（第３号被保険
者）も第１号被保険者への変更手続きが必
要です。
引き続き配偶者の扶養（第３号被保険者）
になる時は、健康保険の届出と一緒に新し
い勤務先の会社又は共済組合へ届出するこ
とになります。

会社などを退職した時

配偶者の扶養（第３号被保険
者）になった時

配偶者の扶養（第３号被保険
者）でなくなった時

配偶者が退職した時

配偶者が転職した時

広報あいずみ■ №７９１ ６
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本
町
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の

試
合
で
「
３
市
４
町
（
徳
島
市
・
鳴
門
市
・
美
馬
市
・
松
茂
町
・
北
島
町
・
藍
住

町
・
板
野
町
）
合
同
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」
が
４
月
１７
日
（
土
）
四
国
ダ
ー
ビ
ー

の
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
試
合
に
本
町
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
先
着
５
０
０

名
様
を
ご
招
待
し
ま
す
。

【
と

き
】
４
月
１７
日
（
土
）

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
（
午
前
１１
時
開
場
予
定
）

【
と

こ

ろ
】
鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

【
内

容
】
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

Ｖ
Ｓ

愛
媛
Ｆ
Ｃ

【
対

象

者
】
本
町
に
お
住
ま
い
の
方

【
入
場
方
法
】
「
広
報
あ
い
ず
み
」
３
月
号
ま
た
は
免
許
証
な
ど
、
藍
住
町
民
で

あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス

（
会
場
図
参
照
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
自
由
席
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

【
チ
ケ
ッ
ト
交
換
時
間
】
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時

【
注
意
事
項
】
缶
・
ビ
ン
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
企
画
政
策
課
（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

「「
３３
市市
４４
町町
合合
同同
ホホ
ーー
ムム
タタ
ウウ
ンン
デデ
ーー
」」
開開
催催

○ホームゲームご案内
３月２１日（日）１３：００～

VS ジェフ千葉
４月３日（土）１６：００～

VS 大分トリニータ
○試合会場 ポカリスエットスタジアム

昨
年
ま
で
の
４
町
（
松
茂
町
・
北
島
町

・
藍
住
町
・
板
野
町
）
合
同
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

デ
ー
を
、
今
年
は
各
町
で
町
民
デ
ー
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
町
民
デ
ー
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

開

催

日

５
月
２２
日
（
土
）

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

場

所

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

対
戦
相
手

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

募
集
内
容

●
伝
統
芸
能
の
披
露

・
試
合
開
始
ま
で
の
間
、
ス
タ
ジ
ア
ム
前

広
場
で
披
露
す
る
（
踊
り
、
ダ
ン
ス
、

演
奏
等
）

●
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
の
披
露

・
試
合
の
前
半
と
後
半
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

中
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
中
で
５
分
程
度

観
戦
者
に
披
露
す
る

●
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
抽
選
会
へ
の
景
品
の
贈
呈

・
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
中
に
観
戦
者
に
抽
選
会

が
行
わ
れ
る
。
そ
の
景
品
の
贈
呈
。

贈
呈
者
は
名
前
と
品
物
が
掲
示
板
と
マ

イ
ク
で
紹
介
さ
れ
る
。

参
加
方
法

参
加
す
る
内
容
と
人
数
、
代
表

者
の
連
絡
先
を
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
３
月
３１
日
（
水
）
締
切
り
）

＊
参
加
希
望
が
多
数
の
場
合
は
、
内
容
等
を

確
認
の
上
、
事
務
局
で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

＊
現
地
へ
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
出
演
料
等
は
で
ま
せ
ん
。
参
加
に
か
か
る

費
用
は
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
当
日
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
自
由

席
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
・
問
企
画
政
策
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
４
）

藍藍
住住
町町
民民
デデ
ーー
開開
催催
決決
定定

参参
加加
者者
募募
集集

献献
血血
車車
がが
きき
まま
すす

ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい
！！

次
の
日
程
で
移
動
採
血
車
が
来
町
し
、

献
血
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

３
月
３０
日
（
火
）

時

間

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

藍
住
町
役
場
前

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

コ
ー
ナ
ン
藍
住
店
前

内

容

４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血

※
献
血
の
受
付
の
際
に
、
ご
自
身
を
証
明

で
き
る
も
の
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
�
６
９
２
・
９
９
５
１
）

��

！！
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奨奨学学生生のの募募集集
本町には、勉学に意欲を持ちながら、経済的理由により修学が困難な
高校生、大学生に対して奨学金を貸付する奨学金制度を設けています。
○次の学生が申請できます。

（１）町内に住所を有する方の子であること。
（２）高等学校、高等専門学校、大学に平成２２年度入学予定者である

こと。
（３）平成１９年度以降入学で現在、大学に在学していること。
（４）平成２０年度以降入学で現在、高等学校、高等専門学校に在学し

ていること。
（５）経済的理由により修学が困難と認められること。
○貸付月額

高校８，０００円・県内大学１３，０００円・県外大学２０，０００円となっています。
○申請に必要なもの

・指定の申請書（教育委員会に備えています。）
・在学証明書（平成２２年４月１日以降証明分）
・連帯保証人（父母でも可）及び保証人（同一世帯でない第三者）
が必要

○申請期限

平成２２年４月３０日（金）
＊その他、詳細については、ホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。
問 教育委員会（�６３７・３１２８）

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度
】

●
設
備
資
金
・
・
・
設
備
資
金
の
利
率
を
２

年
間
低
減
『
基
準
利
率－

０
・
５
％
』

●
運
転
資
金
・
・
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸

付
の
う
ち
雇
用
維
持
・
拡
大
に
関
す
る
利
率

を
更
に
低
減

問
日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

国
民

生
活
事
業
（
�
６
２
２
・
７
２
７
１
）

【
国
の
教
育
ロ
ー
ン
】

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に

か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
３
０
０

万
円
以
内

利
率

年
２
・
６
５
％
（
固
定

金
利
、
平
成
２２
年
２
月
１５
日
現
在
）

問
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
�
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
、�
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６
）

日日
本本
政政
策策
金金
融融
公公
庫庫
徳徳
島島
支支
店店
国国
民民
生生
活活
事事
業業
かか
らら
のの
ごご
案案
内内

地
籍
調
査
と
は
？

地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ

い
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

所
在
、
地
番
、
地
目
や
境
界
の
調
査
と
登
記

簿
に
記
載
さ
れ
た
所
有
者
の
表
示
事
項
に
関

す
る
確
認
と
、
境
界
の
測
量
や
面
積
の
測
定

を
行
い
、
調
査
の
結
果
を
地
図
や
簿
冊
に
作

成
す
る
こ
と
を
い
い
、
い
わ
ば
土
地
に
関
す

る
戸
籍
調
査
と
も
い
う
べ
き
基
礎
的
な
調
査

で
す
。

地
籍
調
査
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
地
籍
簿
と

地
籍
図
は
、
そ
の
写
し
が
登
記
所
に
送
付
さ

れ
、
地
籍
簿
を
も
と
に
土
地
登
記
簿
が
書
き

改
め
ら
れ
、
地
籍
図
が
不
動
産
登
記
法
に
よ

る
地
図
と
し
て
、
備
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
登
記
所
に
備
え
ら
れ
て
い
る
地
図
は

明
治
初
期
に
調
査
作
成
さ
れ
た
地
図
を
基
礎

と
し
て
い
て
、
位
置
や
形
、
面
積
な
ど
が
、

現
在
の
状
況
と
は
合
わ
な
い
場
合
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
た
に
近
代
的
な
測
量
技
術
に

よ
っ
て
、
現
状
に
合
っ
た
地
籍
簿
や
地
籍
図

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
籍
調
査
事
業

が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

今
ま
で
の
土
地
の
境
界
は
、
所
有
者
や
周

囲
の
方
の
記
憶
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
登
記
事
項
や
字
絵
地
図
で
は
、
現
地
で
の

境
界
の
特
定
に
は
生
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
す
。
も
し
、
土
地
の
所
有
者

が
協
力
し
あ
っ
て
、
土
地
の
境
界
を
明
確
に

し
、
そ
れ
を
公
の
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
が

で
き
た
ら
、
土
地
に
関
す
る
問
題
は
少
な
く

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

徳
島
県
下
で
こ
の
地
籍
調
査
未
着
手
の
町

は
、
藍
住
町
を
含
め
全
部
で
３
町
だ
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
町
に
お
い
て
も
、

平
成
２２
年
度
か
ら
地
籍
調
査
を
開
始
し
ま
す
。

実
施
地
域
に
つ
い
て
は
、
役
場
周
辺
か
ら

順
次
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
が
、
事
業

決
定
や
告
示
の
関
係
も
あ
り
、
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
夏
頃
か
ら
地
籍
調
査

実
施
地
区
の
住
民
の
方
へ
地
元
説
明
会
を
行

い
、
そ
の
後
住
民

の
方
に
立
会
い
を

お
願
い
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

事
業
実
施
の
際

に
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

始始
まま
りり
まま
すす
。。
地地
籍籍
調調
査査

〜〜
ああ
なな
たた
とと
目目
指指
すす
地地
域域
づづ
くく
りり
〜〜

広報あいずみ■ №７９１ ８



板
野
東
部
消
防
組
合
で
は
、
住
民
に
対
す

る
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て

心
肺
蘇
生
法
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
取
り

入
れ
た
普
通
救

命
講
習
を
開
催

し
ま
す
。

前
回
の
講
習

修
了
後
、
２
年

か
ら
３
年
経
過

さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
救
命
講
習

を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方
は
、
こ
れ
を
機
会
に
救
命
講
習
を

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日

時

４
月
１８
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

場

所

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

（
北
島
町
北
村
字
大
開
１１
番
地
１
）

定

員

３０
人
（
先
着
順

松
茂
、
北
島
、

藍
住
町
民
）

申
込
者
が
１０
人
以
下
の
場
合
は
次
回
開
催

日
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

締
め
切
り

講
習
日
の
一
週
間
前

受

講

料

無
料

※
事
業
所
、
町
内
会
、
各
種
グ
ル
ー
プ
等
に

お
い
て
、
参
加
人
員
１０
人
以
上
に
つ
い
て
は

随
時
受
付
し
ま
す
。
（
実
施
場
所
、
時
間
等

に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
）

※
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
救
命
講

習
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

申
・
問
板
野
東
部
消
防
組
合
警
防
課

（
�
６
９
８
・
９
９
０
３

�
６
９
７
・
３

０
１
２
）

救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
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『
家
族
や
近
く
に
い
る
人
が
、
突
然
意
識
が

な
く
な
り
倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
』

第第２２８８回回
町町ママララソソンン大大会会のの開開催催
２月７日、町河川敷運動公園で

町体育協会主催のマラソン大会が

開催されました。

ぽかぽか陽気のこの日は、小学

１年生から５０歳ぐらいまでの男女

約３３０人が参加し、吉野川のさわ

やかな風を受けて、気持ちの良い

汗を流しました。

走り終えた人たちは、用意して

くれた手作りのあめ湯を、おいし

そうに飲んでいました。

体力低下が懸念されている今、

このような機会を利用して、体力

アップに務めましょう。

自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）

心肺蘇生法

〜〜
水水
田田
農農
家家
のの
みみ
なな
ささ
んん
〜〜

１
、
自
給
率
向
上
事
業
（
水
田
利
活
用
自

給
力
向
上
事
業
）

水
田
で
麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用

米
な
ど
を
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農

の
皆
さ
ん
に
、
主
食
用
米
と
同
等
の
所
得
を

確
保
で
き
る
水
準
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
需
給
調
整
に
参
加
し
て
こ
な
か

っ
た
生
産
者
が
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

米
の
生
産
数
量
目
標
の
達
成
に
か
か
わ
ら
ず

助
成
対
象
と
し
ま
す
。

２
、
米
の
モ
デ
ル
事
業
（
米
戸
別
所
得
補

償
モ
デ
ル
事
業
）

自
給
率
向
上
に
向
け
た
環
境
整
備
を
図
る

た
め
に
、
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生

産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
、
主
食
用
米
の
作
付
面
積
１０
ア
ー
ル

当
た
り
１
・
５
万
円
を
定
額
交
付
し
ま
す
。

米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
合
に
は
追
加
の
補

て
ん
も
行
い
ま
す
。

問
中
国
四
国
農
政
局
徳
島
農
政
事
務
所

農
政
推
進
課
（
�
６
２
２
・
６
１
３
２
）

計
画
課
（
�
６
２
２
・
６
１
３
３
）

人 権 標 語 藍住東中学校生徒作品

言う前に 考えることを 習慣に ３年 新田 真子

１人でも 友だち守れる 強い心 ２年 近藤 真衣

「やめよう」の その一言が 次へのバトン ２年 佐々木彩加

感じること 知ることで 変われる人の心 ２年 藤本 英

見てるだけ それも一つの いじめです ２年 藤木 拓人

４４
月月
かか
らら
自自
給給
率率
向向
上上
のの
たた
めめ

戸戸
別別
所所
得得
補補
償償
モモ
デデ
ルル
対対
策策
がが

スス
タタ
ーー
トト
しし
まま
すす
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守れ人権許すな差別
－－受受講講生生ののみみななささんんのの感感想想かからら－－

本年度も、全６回の人権講座が修了しました。人権講座だより「human rights」に掲載した受講生のみなさん
の感想＆写真から、人権講座での学びを紹介します。

第１回 ７月２２日（水）「共に生きる～地域でともに、社会でともに～」
お話を聞いて、私は今まで障害のある人と関わるときに、「手助けしてあげなくっちゃ」

という気持ちでいたことに気づかされました。でも本当は、お互いに何かしら助け合って
いたことを知ってよかったです。また、前向きな圓井さん親子のチャレンジ精神やあきら
めない心は、自然ですごいなと思いました。「社会がつくる障がい」は大きいですが、私
にもできる何かを見つけられたら、その時はあきらめずがんばってみようと思います。 講師：圓井美貴子さん

第２回 ９月１０日（木） 「知ろう・気付こう・高齢者の心」
お話しされる中川さんの穏やかなお顔を見ていると、すごく心が和みました。歳を重ね
るといっぱい不安が広がるものです。私も残された時間をどのように過ごしたらいいのだ
ろうかと考える毎日ですが、人との出会いを大切にし、生かされていることに感謝して、
いつも何かをしようという気持ちを持ち続けたいです。年上の方の話に耳を傾け、共に生
きる社会になればいいですね。あなたと出会えてよかったと！講師：中川 温子さん

第３回 １０月１８日（日） 「現地研修～地図から消された島 大久野島フィールドワーク～」
今回の研修は、驚きの連続でした。資料をもらって初めて、おそろしい毒ガスをつくっ

て他国を攻撃し、それが今もなお中国の人たちを死傷させていることを知りました。（～
中 略～）事実を知らずにいるのは本当に恐ろしいことだと実感しています。また、いろ
いろな形で戦争に参加させられ、命を奪われ深い傷を負った方々の苦しみを少しでも感じ、
他の人に伝えなくてはいけないという思いにもなりました。どこか遠くに感じつつあった
戦争の怖さ、虚しさ、そして怒り。いろいろな感情がうずまく研修でした。 現地研修：大久野島

第４回 １１月１２日（木） 「部落史から考える現代の課題」
内容が深く広く、聞くことに精一杯で今はまだ十分整理できません。正しい歴史の把握
も大切なのですが、何よりも自分自身の人権意識をしっかりともたなくてはいけないと勉
強になりました。今は、情報が氾濫しすぎて、消化不良のまま毎日の生活に追われている
ような気もします。何が大切なのか、しっかり考えて行動したいと思います。「社会を動
かす力は人間にある」その通りですね。講師：長谷川賢司さん

第５回 １２日２１日（月） 「男女共同参画社会を実現しよう～気づくことからはじめてみませんか～」
DVの話は、生々しくておそろしくも感じました。はじめは好きで一緒になったはずな

のに、こんなことがあってはならないと思いました。前半の話では、家庭の仕事も出来る
だけ協力しなければ…と思いつつやりきれていない意識の根っこに、“外の社会で活躍す
るのは男の自分…”という妻より社会的優位に立たないと気がすまない自分がいることに
気がつきました。本来は、パートナーとしてそれぞれが本当の意味で得意なところでリー
ドし、お互いにしんどいところは協力し合うべきなのに…反省しました。 講師：山野 明美さん

第６回 １月２７日（水） 「地域での青年活動の取り組みについて」
これまでの人権活動は、行政や学校に任せている部分が多かった。そこで、地域ででき
ることは地域でやっていこうとNPO法人を立ち上げ、部落差別解消のため活動している
「あわーふらっと」の活動、とてもすばらしいと思いました。友の会を離れていた仲間が、
４．５年経って戻ってきて、しんどいこと、辛いことを話せるような、そんな場所（友の
会）にしていきたいという言葉がとても印象に残りました。今日の人権講座を受講して、
改めて自分には何ができているのかということを考えさせられました。

講師 NPO法人「あわーふら
っと」吉野友の会のみなさん

暑い夏も寒い冬でも、熱心に参加された講座生のみなさんの差別解消への熱い思いが感じられた人権講座でし
た。来年度も多くのみなさんのご参加をお待ちしています。

＊講座生の募集は、６月の広報あいずみに掲載されます。
藍住町派遣社会教育主事 和田 敏孝

広報あいずみ■ №７９１１０



春
ら
ん
ま
ん

募募

集集

新新
作作
物物「「
おお
むむ
すす
びび
大大
根根
」」とと「「
紅紅
化化

粧粧
」」のの
フフ
ルル
ココ
ーー
スス（
受
付
１７
日
か
ら
）

日

時

３
月
２３
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

内

容

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話

調
理
実
習

定

員

２０
人
（
申
込
順
）

男
性
の
方
も
ど
う
ぞ

参

加

費

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ふ
き
の
タ
オ
ル

申
込
期
間

３
月
１７
日
（
水
）
〜
１９
日
（
金
）

主

催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

親親
子子
料料
理理
教教
室室（
受
付
１７
日
か
ら
）

日

時

３
月
２７
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

内

容

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話

調
理
実
習

対

象

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
と
保
護
者

定

員

１５
組
（
申
込
順
）

参

加

費

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
の

タ
オ
ル

申
込
期
間

３
月
１７
日
（
水
）
〜
２４
日
（
水
）

主

催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
栄
養
部

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

藍藍
住住
歩歩
ここ
うう
会会

「「
桜桜
づづ
つつ
みみ
公公
園園
かか
らら
東東
光光
寺寺
」」

桜
を
愛
で

な
が
ら
歩
け

ば
、
顔
も
ほ

ん
の
り
桜
色

に
。
約
７

ｋ
ｍ
の
コ
ー

ス
で
す
。

日

時

３
月
２８
日
（
日
）

午
前
９
時
４５
分
〜
正
午

１０
時
出
発

集
合
場
所

緑
の
広
場
管
理
棟
前

参

加

費

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

吉吉
備備
路路
ウウ
オオ
ーー
キキ
ンン
ググ

〜〜
岡岡
山山
県県
総総
社社
市市
〜〜

毎
年
恒
例
の
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

主
催
、
お
で
か
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

人
気
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
お
申
し

込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

４
月
１７
日
（
土
）

午
前
５
時
３０
分
出
発

（
午
後
７
時
３０
分
帰
町
）

集
合
場
所

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

対

象

者

平
成
２２
年
度
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
で
１３
ｋ
ｍ
を
完
歩
で
き
る
方
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参

加

費

４
、
５
０
０
円

定

員

４０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間

３
月
１７
日
（
水
）

〜
４
月
１３
日
（
火
）

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

準

備

物

弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
等

※
雨
天
時
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
４
月
１３
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
参
加

費
を
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

ババ
ララ
園園
のの
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
募募
集集

バ
ラ
園
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
の
活
動
に
よ
り
、

春
・
秋
に
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
の
花
を
咲

か
せ
、バ
ラ
ま
つ
り
に
は
、た
く
さ
ん
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
町
の
観
光
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
バ
ラ
園
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
、
訪
れ
た
方
に
絶
賛
さ
れ
る
よ
う
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
の
大
好
き
な

方
、
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
と
思
わ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
個
人
・
団
体
等
を
問

わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
バ
ラ
園
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

前前
期期
技技
能能
検検
定定
試試
験験
のの
ごご
案案
内内

日
時
・
場
所

６
月
〜
９
月
に
か
け
て
、
実

技
試
験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

職

種

園
芸
装
飾
な
ど
２８
職
種

申
込
期
間

４
月
５
日
（
月
）
〜
１６
日
（
金
）

受
付
場
所

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、

鳴
門
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

問
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
�
６
６
３
・
２
３
１
６
）

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板
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募募集集�� 平平成成２２２２年年度度前前期期ココミミュュニニテティィセセンンタターー教教養養講講座座
受講期間：４月１日（木）～９月３０日（木）

受講資格：町内在住、又は在勤者で２０歳以上の方（学

生を除く）

申込期間：３月１５日（月）～２１日（日）

午前９時～午後５時

☆各講座、定員を超えた場合は、初めての方を優先し

て抽選を行います。当選者の方には３月３１日（水）ま

でに書面で通知します。

☆応募者が少ない講座は、開講しないことがあります。

☆フラワーアレンジメント講座は、１年間の受講とな

ります。

☆茶道講座・楽しいハーブ＆アロマクラフト講座は、

全１０回（予定）となります。

☆各講座の受講料は、６ヶ月分となります。※フラワ

ーアレンジメント講座は１年分となります。

☆各講座は、材料費等が別途に必要となります。

☆受講日は、都合により変更、又は休講にする場合が

あります。

申・問 コミュニティセンター（�６３７・３１３０）
（火曜日休館）

ススポポーーツツ少少年年団団 団団員員募募集集
対 象 町内在住の小学生～高校生（団によって異なります）申・問 各団の連絡先、または町教育委員会（�６３７・３１２８）

備考

受講期間１年間

受講期間１年間

受講回数１０回

受講回数１０回

英会話初心者を
対象とした講座

日常英会話の
講座

場所

研修室

研修室

藍工房

藍工房

藍工房

研修室

研修室

和 室

藍工房

藍工房

研修室

研修室

研修室

受講料

３，５００円

３，５００円

５，０００円
（１年分）

５，０００円
（１年分）

３，５００円

４，０００円

４，５００円

４，０００円

２，５００円

２，５００円

４，０００円

４，０００円

４，０００円

定員

２０人

１５人

８人

８人

１０人

１５人

１５人

７人

２０人

２０人

１５人

１５人

１５人

時間

午後３時３０分～
４時３０分

午後４時３０分～
５時３０分

午後７時３０分～
９時

午後７時３０分～
９時

午後７時～
９時

午後３時～
５時

午前１０時～
１１時３０分

午後２時～
４時

午後２時～
４時

午後７時３０分～
９時３０分

午後７時～
８時３０分

午後７時～
８時

午後８時１５分～
９時１５分

曜日

第１・３
土曜日

第１・３
土曜日

第２
月曜日

第４
月曜日

第１・３
金曜日

第２・４
土曜日

毎週
土曜日

第２・４
金曜日

第１・３
木曜日

第２・４
木曜日

第２・４
木曜日

毎週
月曜日

講座名

民謡
（唄）

民謡
（三味線）

フラワー
アレンジメント

陶芸
（初級）

文化箏
（入門）

中国語
（入門）

茶道
（石州流）

いけばな
（小原流）

いけばな
（嵯峨御流）

楽しいハーブ＆
アロマクラフト

英会話
（初級）

英会話
（中級）

入団連絡先

０９０・３１８１・９９０８

６９２・４８２９

６４１・２５２８

６９２・８４５３

０９０・１５７２・３３２９

６９２・５７８０

６９２・５１６８

６９２・２０５２

６７２・５３６８

６９２・７７４７

６７２・６９７５

重見 高博

白川 潔

藤本 伸

野口 章一

久米 靖二

原 多三夫

藤本 健治

藍原 実

山添 栄次

賀治 達也

米田 耕一

団 名

藍住フェニックス

藍 住 ち ど り

藍 住 エ ン ジ ェ ル

徳島ムーミンクラブ

藍 愛 ク ラ ブ

藍 住 剣 道

合 気 道 藍 住

藍 住 真 導

日 本 拳 法 藍 住

少 林 寺 拳 法 藍 住

板野プリマヴェーラFC

種 目

バスケットボール

女子ソフトボール

バドミントン

卓 球

剣 道

合 気 道

柔 道

日 本 拳 法

少林寺拳法

女子サッカー

入団連絡先

６９２・７７２７

６９２・７４１７

６４１・０３８３

６４１・３０９２

６９２・９３１９

６９２・０１１７

６９２・５２６６

６９２・０３７２

６９３・１２１６

６７２・６５０６

６９２・６１０１

０９０・５２７６・１５０７

６９２・３６７８

渡辺 英二

矢野 克浩

新田 耕資

森 一一

生越 久敏

吉原 良司

中島 博

佐伯 雄太

大西 寛彦

大西 幸和

平田 誠

鍋島 龍夫

北野 裕史

団 名

藍住南タイガース

藍住西ファイターズ

藍 住 北 キ ン グ

藍住東ジャイアンツ

藍 住 西 イ レ ブ ン

藍 住 北 サ ッ カ ー

オスト少年サッカークラブ

藍 住 南 FC

藍住南ジュニアバレー

藍住西ジュニアエース

藍 住 北 斗 七 星

藍 住 東 JVC

ア タ ッ ク 藍 住 JVC

種 目

野 球

サ ッ カ ー

女子バレーボール

※各団、体験入団ができます。まずは、気軽にスポーツにふ
れてみよう。（一部体験入団ができない団もありますので、
お問い合わせをお願いします。）
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中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

平平
成成
２２２２
年年
度度
国国
家家
公公
務務
員員
採採
用用
試試
験験

こ
の
た
び
人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
地
方
事
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
人
事
院
四
国
事
務
局

http
://

w
w
w
.jinji.go.jp/link/index.htm

）
ま
た
は

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.jinji.

go.jp/saiyo/saiyo.htm

）
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。問

人
事
院
四
国
事
務
局

〒
７
６
０－
０

０
６
８

高
松
市
松
島
町
１－

１７－

３３

（
�
０
８
７
・
８
３
１
・
４
７
６
５
）

（
�
０
８
７
・
８
３
１
・
５
３
１
５
）

平平
成成
２２２２
年年
度度
電電
気気
通通
信信

ササ
ーー
ビビ
スス
モモ
ニニ
タタ
ーー
のの
募募
集集

総
務
省
で
は
電
気
通
信
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

委
嘱
期
間

平
成
２２
年
６
月
１
日

〜
平
成
２３
年
３
月
３１
日

募
集
人
数

四
国
四
県
で
８０
人

（
各
県
２０
人
程
度
）

応
募
締
切

４
月
２
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

＊
応
募
方
法
、
活
動
内
容
等
、
詳
し
い
こ
と

は
四
国
総
合
通
信
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。http

://w
w
w
.soum

u.go.

jp/soutsu/shikoku

問
総
務
省
四
国
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事

業
課
（
�
０
８
９
・
９
３
６
・
５
０
４
２
）

料料
理理
・・
おお
菓菓
子子
教教
室室

前前
期期
受受
講講
生生
募募
集集

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る

お
料
理
、
お
菓
子
作
り
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
料
理
教
室

４
月
８
日
（
木
）
〜
９
月
９

日
（
木
）
ま
で
の
毎
月
第
２
木
曜
日

午
前
９
時
か
ら

○
お
菓
子
教
室

４
月
２２
日
（
木
）
〜
９
月

３０
日
（
木
）
ま
で
の
毎
月
第
４
木
曜
日

午
前
９
時
か
ら

講

師

佐
藤
絹
代
先
生

募
集
人
数

各
２０
人

受

講

料

無
料
（
材
料
費
別
途
）

参
加
資
格

町
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

申
・
問
町
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
６
２
６
６
）

相相

談談

法法
的的
トト
ララ
ブブ
ルル
のの
おお
悩悩
みみ
伺伺
いい
まま
すす
！！

法法
テテ
ララ
スス
徳徳
島島

無無
料料
法法
律律
相相
談談
会会

「
資
力
基
準
」
に
該
当
す
る
方
を
対
象
に

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
行
い
ま
す
。

日

時

４
月
１５
日（
木
）午
後
１
時
〜
４
時

会

場

徳
島
弁
護
士
会
館
５
階

＊
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
法
テ
ラ
ス
徳
島
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
徳
島
地
方
事
務
所
）

（
�
０
５
０
・
３
３
８
３
・
５
５
７
５
）

資資
金金
繰繰
りり
、、
経経
営営
支支
援援
、、
雇雇
用用

調調
整整
助助
成成
金金
なな
どど
のの
相相
談談
にに
一一

カカ
所所
でで
対対
応応
しし
まま
すす
！！

経
済
産
業
省

厚
生
労
働
省

金
融
庁

●
全
て
の
都
道
府
県
で
、
年
度
末
に
中
小
企

業
支
援
施
策
の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ

ス
・
デ
イ
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時

３
月
２３
日
（
火
）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所

徳
島
経
済
セ
ン
タ
ー

５
階
ホ
ー
ル

（
徳
島
市
西
新
町
２－

５
）

（
参
加
機
関
）
四
国
経
済
産
業
局
ほ
か

問
四
国
経
済
産
業
局

産
業
部
中
小
企
業

課（
�
０
８
７
・
８
１
１
・
８
５
２
９（
直
））

最
新
の
情
報

中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://chusho.m

eti.go.jp/

消消
費費
者者
ホホ
ッッ
トト
ララ
イイ
ンン

�
０
５
７
０
・
０
６
４
・
３
７
０

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
平
成
２２
年
１
月

１２
日
（
火
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
番
号
は
、
消
費
生
活
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
時
に
最
寄
り
の
相
談
窓
口
の
連

絡
先
が
わ
か
ら
な
い
場
合
、
近
く
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
窓
口
に
つ
な
が
り
ま

す
。

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

（
�
６
２
３
・
０
１
１
０
）

多多
重重
債債
務務
でで
おお
悩悩
みみ
のの
方方
にに

四
国
財
務
局
で
は
、
借
金
を
抱
え
悩
ん
で

お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
の
「
相
談
窓
口
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解

決
す
る
問
題
で
す
。
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法

書
士
な
ど
の
法
律
専
門
家
に
引
継
ぎ
も
行
っ

て
い
ま
す
。

【
相
談
方
法
】

ま
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
連

絡

先
】

�
０
８
７
・
８
３
１
・
２

１
５
５
（
直
通
）

�
０
８
７
・
８
６
２
・
８
７
８
０

高
松
市
四
国
財
務
局

財
務
広
報
相
談
官

【
受
付
時
間
】

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
１２
／
２９
〜
１
／
３
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

１３ №７９１■ 広報あいずみ



�����������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							
							

催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

●
光
琳
水
墨
画

と

き

４
月
２
日
（
金
）
〜
２９
日
（
木
）

場

所

藍
の
館

展
示
場

出
展
者

平
野

治
平

丹
精
込
め
た
色
彩
と
魅
力
あ
る
水
墨
画

・
書
画
６０
点
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
琵
琶
演
奏
（
＊
体
験
で
き
ま
す
。）

と

き

４
月
４
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

出
演
者

小
林
和
子
先
生
他

●
ぞ
め
き
。
藍
こ
な
し
・
三
味
線

と

き

４
月
５
日
（
月
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

出
演
者

阿
波
渦
の
会

●
尺
八
演
奏

と

き

４
月
１１
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

出
演
者

平
松

宗
哲
先
生

●
邦
楽
琴
演
奏
（
＊
体
験
で
き
ま
す
。）

と

き

４
月
１８
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

出
演
者

別
所
都
梢
光
先
生
他

●
民
謡
と
三
味
線
合
奏
会

と

き

４
月
２５
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

出
演
者

梅
若
啄
志
穂
先
生
他

問
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

図図
書書
館館
のの
行行
事事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

３
月
２４
日
・
４
月
１４
日

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

★
井
隈
読
書
会

・
毎
月
第
１
木
曜
日

４
月
１
日

午
前
１０
時
か
ら

＜

４
月
の
課
題
図
書＞

「「
弔
辞
」
集
成－

鎮
魂
の
賦－

」

司
馬

遼
太
郎

他

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日
と
３
月
２１
日
（
日
）

図
書
整
理
日
（
毎
月
第
３
木
曜
日
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

パパ
ーー
クク
ゴゴ
ルル
フフ
をを

始始
めめ
まま
せせ
んん
かか
！！

町
河
川
敷
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
、
平
成
２１
年
１０
月
４
日
（
日
）
に
一
般

開
放
さ
れ
て
か
ら
５
か
月
が
経
過
し
、
町

民
の
方
々
に
も
多
数
ご
来
場
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
、
毎
月
大
会
・

コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
り
、
県
内
外
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
へ
遠
征
に
出
か
け
る
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

２
月
は
、
梅
花
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
５１

人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
ク
ラ
ブ
１
本
と
ボ

ー
ル
１
個
で
、
年
齢
・
経
験
を
問
わ
ず
誰

も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま
だ
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
方
も
、
健
康
づ
く
り
、
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
梅
花
コ
ン
ペ
結
果

優
勝

加
藤

澤
子

２
位

竹
本

仁

３
位

櫨
山

晴
義

●
大
会
予
定

藍
住
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
杯

日

時
：
３
月
２８

日
（
日
）

受
付
：
午
前
８
時
３０
分

参
加
資
格
：
中
学
生
以
上

参
加
費
：
５
０
０
円
（
コ
ー
ス
使
用
料
、

ク
ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
貸
出
料
は
別
途
）

●
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
は
、
毎

週
水
曜
日
午
前
９
時
〜
１１
時
に
行
っ
て
い

ま
す
。

問
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
事
務
所

（
�
６
９
３
・
１
０
２
０
）

残残
そそ
うう
町町
のの
口口
碑碑
・・
伝伝
承承

町
に
は
、
多
く
の
口
碑
・
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
「
大
将
塚
と
馬
塚
」

を
紹
介
し
ま
す
。

富
吉
の
本
村
に
大
将
塚
と
馬
塚
と
い
う
二

つ
の
塚
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
は
昔
、

鑓
場
の
戦
場
か
ら
落
ち
延
び
て
き
た
一
騎
の

武
士
が
、
つ
い
に
こ
こ
で
敵
刃
に
倒
れ
た
の

を
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ

の
前
を
頬
被
り
や
馬
上
で
通
る
と
必
ず
腹
が

こ
わ
れ
る
と
言
い
習
わ
し
て
い
た
が
、
今
は

耕
地
整
理
の
結
果
で
跡
も
無
く
な
っ
て
い
る
。

（『
藍
住
町
史
』
か
ら
）

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ
て

い
る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

問
教
育
委
員
会（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルをををををををををををををををををををををををををををををををををを作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
グリーンファンドＡＩＺＵＭＩでは、次のと
おりキャンドル作り体験会を開催します。
日 時 ３月２７日（土）２８日（日）

午後１時から（１日４回予定）
場 所 町商工会館（みどりの広場内）
＊申込みが必要です。
＊作ったキャンドルで、４月３日（雨天の
場合は４月４日）午後７時から、ライオン
ズ公園でキャンドルナイトを開催します。
申・問 町商工会（�６９２・２８１６）

広報あいずみ■ №７９１１４








































いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
あいずみ俳壇 地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェ

ックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域
老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。山田 民恵選

除
夜
の
鐘

親
子
で
に
ぎ
る

撞
木
綱

伊
藤
た
つ
お

凍
て
蝶
や

花
舗
の
軒
先

終
の
場
に

�
塚

富
子

元
朝
や

冨
士
天
辺
の

ダ
イ
ヤ
光

安
芸

澄
衣

暖
房
や

患
者
ら
と
居
て

ひ
と
り
な
り

生
越

茜

寒
の
水

稽
古
着
の
ま
ま

飲
み
干
せ
り

吉
田

善
子

名
作
の

漫
画
と
な
り
て

初
読
み
す

�
岡
ア
イ
子

立
ち
の
ぼ
る

煙
の
淑
気

紙
の
街

湯
浅
佐
代
子

松
籟
の

音
さ
わ
さ
わ
と

初
詣

久
次
米
民
子

冬
籠

テ
レ
ビ
体
操

か
か
さ
ず
に

牧
野
ミ
キ
エ

寝
正
月

野
鳥
に
餅
を

や
る
時
刻

平
野

栄
子

加
章

猫
と
い
て

小
物
作
り
の

置
炬
燵

山
田

民
恵

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）

を行っています。

問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）地域包括支援センター（�６３７・３１７５）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

合田 宗幸 ８０歳 勝瑞字成長

庄野 哲世 ６９歳 矢上字北分

四宮 幸男 １０２歳 徳命字名田

奥村千枝子 ８２歳 徳命字前須西

楠本マツノ ８９歳 富吉字穂実

近藤 豊 ８９歳 徳命字前須東

後藤 文子 ６６歳 勝瑞字西勝地

� タマヱ ８１歳 矢上字西

井上ヒサ子 ８０歳 乙瀬字井利口

宮本 聰 ６３歳 勝瑞字東勝地

�橋 三茂 ８７歳 奥野字長江口

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）

山本 悠太 （ゆうた） 男 周 二 ・ 智 美 奥野字矢上前
康太 （こうた） 男

村岡 里音 （り お） 女 文 英 ・ 佳 子 住吉字藤ノ木
関本 双葉 （ふたば） 女 拓 也 ・ 瞳 徳命
冨士姫菜乃 （ひなの） 女 裕 和 ・ 吏 香 住吉字神蔵
田中 晴真 （はるま） 男 将 司 ・ 好 美 富吉字豊吉
矢野 青空 （あおぞら） 女 勝 大 ・ ま り 矢上字江ノ口
南條 大翔 （ひろと） 男 博 政 ・ 梨 奈 富吉字穂実
近藤 隼人 （はやと） 男 智 人 ・ 麻 美 笠木字東野
眞鍋 知有 （はるあ） 男 慶 ・ 佳 有 奥野字矢上前
福山 優芽 （ゆ め） 女 敬 章 ・ 馨穂瑠 勝瑞字幸島
金丸 彩音 （あやね） 女 靖 志 ・ 佳 奈 徳命字名田
松本 咲 （さ き） 女 涼 平 ・ 加 奈 奥野字原
松本 紅明 （くれあ） 男 猛 ・ 美 穂 勝瑞字幸島
田中 賀子 （か こ） 女 義 浩 ・ 裕 美 富吉字中新田
別宮 良芽 （りょうが） 男 輝 彦 ・ ひとみ 住吉字若宮
奥本進之介 （しんのすけ） 男 政 己 ・ � 子 住吉字神蔵
森 詩乃 （うたの） 女 鉄 也 ・ あきこ 奥野字猪熊
藤原 鷹人 （たかと） 男 勇 ・ 唯 乙瀬字青木
渡邉 蒼生 （そ う） 男 涼 ・ 恭 子 矢上字北分
石田三也香 （さやか） 女 克 夫 ・ 由里子 富吉字地神
福永 莉緒 （り お） 女 賢 司 ・ 舞 富吉字穂実
山田 凌久 （り く） 男 大 輔 ・ 一 葉 奥野字西中須
高橋 月奈 （る な） 女 達 ・ 沙弥香 勝瑞字成長
若林 莉央 （り お） 女 健 祐 ・ 瞳 勝瑞字幸島
大前 海緒 （み お） 女 正 一 ・ 実 希 奥野字原

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
室内スポーツ

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
健康体操

健康チェック
室内スポーツ

健康チェック
健康体操

健康チェック
室内スポーツ

健康チェック
室内スポーツ

場 所

住吉老人憩の家

江ノ口老人ルーム

東中富老人憩の家

乙瀬老人憩いの家

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

西部老人憩の家

富吉老人憩の家

時 間

午前９時３０分～１１時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

曜日

月

水

金

月

月

月

火

水

開催日

３月１５日

３月１７日

３月１９日

３月２９日

３月２９日

４月５日

４月６日

４月７日

★
22月月
★

★

★

★

１５ №７９１■ 広報あいずみ



西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ


















































































































































































































































































































































�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

２
月
１０
日
、
町
民
会
館
で
町
シ
ル
バ
ー
大

学
講
座
が
開
催
さ
れ
、
約
２
６
０
人
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
板
野
警
察
署
、
斎
藤
生
活
安

全
課
長
か
ら
「
振
り
込
み
詐
欺
」
に
つ
い
て

話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
振
り
込
み
詐
欺
の
手

口
も
だ
ん
だ
ん
と
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
最

近
の
手
口
と
し
て
は
、
オ
レ
オ
レ
、
還
付
金
、

融
資
保
証
金
、
架
空
請
求
の
４
つ
の
詐
欺
が

主
犯
と
な
っ
て
い
る
。
防
ぐ
方
法
と
し
て
、

ま
ず
冷
静
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
確
認
相
談
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
渡
さ
な
い
こ
と
が
大

切
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
板
野
警
察
署
、
高
井
交
通
課
長

か
ら
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。
高
井
課
長
は
ご
自
身
の
家

族
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
経
験
か
ら
、
交
通

事
故
の
悲
惨
さ
を
話
さ
れ
、
「
高
齢
者
の
交

通
事
故
は
、
家
の
周
り
な
ど
散
歩
の
範
囲
が

一
番
多
く
発
生
し
て
い
る
。
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
た
め
に
は
、
車
を
運
転
す
る
と
き
は

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
歩
く
と
き
は
左
右
の

確
認
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
の
着
用
を
し

て
ほ
し
い
。」と
３
つ
の
注
意
点
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
交
通
安
全
教
育
指
導
員
で
結
成

さ
れ
た
「
ひ
ま
わ
り
劇
団
」
に
よ
る
交
通
安

全
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
２１
年
中
の
振
り
込
み
詐
欺
の
被
害
は

全
国
、
県
下
と
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
板

野
警
察
署
管
内
で
の
認
知
件
数
、
被
害
額
と

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
振
り
込
み
詐
欺
の
手

口
は
、
巧
妙
化
し
て
き
て
お
り
、
一
度
振
り

込
ん
だ
お
金
の
ほ
と
ん
ど
は
戻
っ
て
き
ま
せ

ん
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
一
番
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
確
認
と
相
談
で
す
。
本
当
か
な
と

思
っ
て
も
、
も
う
一
度
確
認
し
て
み
る
、
わ

か
ら
な
け
れ
ば
、
家
族
や
警
察
な
ど
周
り
に

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

振振
りり
込込
みみ
詐詐
欺欺
にに
関関
すす
るる
相相
談談

県県
民民
のの
声声
１１
１１
００
番番

（（
��
６６
５５
３３
・・
９９
１１
１１
００
））

板板
野野
警警
察察
署署
（（
��
６６
７７
２２
・・
００
１１
１１
００
））

そそ
のの
振振
りり
込込
みみ
大大
丈丈
夫夫
？？

町町
シシ
ルル
ババ
ーー
大大
学学
講講
座座
開開
催催

「ひまわり劇団」による交通安全劇

増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

禁煙指導・健診承ります
TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）

●診療科目：内科・循環器科・
心臓血管外科・ペインクリニック内科

マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088‐683‐3381（ミミハイチバン）

☆小さなお子様の体力作り・

美しい姿勢・情操教育に☆
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藍住町矢上字安任８８－３８

℡ ０９０－５１４３－５６２８

子供～大人・美容クラス・ベビーマッサージなども

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診察時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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